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公
明
党
　
　
野
村
　
誠

児
童
・
生
徒
の

�

見
守
り
に
つ
い
て

 
問 　

  

答  　
　
　
茨
城
県
稲
敷
市
で
は
、

通
勤
や
買
い
物
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
、
普
段
通
り
の
生

活
を
送
り
な
が
ら
防
犯
意
識

を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
「
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
、
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
運

営
協
議
会
で
こ
の
よ
う
な
仕

組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
市
内

11
の
小
学
校
が
通
勤
・
買
い

物
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
普

段
通
り
の
生
活
を
送
り
な
が

ら
見
守
り
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

う
ち
９
校
で
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
に
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
ド
を
配
布
し
、
自
転
車
へ

の
取
り
付
け
や
、
来
校
時
の

名
札
に
入
れ
、
児
童
・
生
徒

の
見
守
り
活
動
を
す
る
よ
う

依
頼
し
て
い
ま
す
。
道
路
横

断
時
用
の
旗
を
配
布
し
、
見

守
り
依
頼
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
学
校
・
教
育
委
員
会
で

は
、
登
下
校
時
や
放
課
後
の

見
守
り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
学
校
協

働
本
部
呼
び
掛
け
の
見
守
り

も
し
て
い
ま
す
。
今
後
見
守

り
の
有
効
な
方
法
と
し
て
実

践
例
を
研
究
し
、
学
校
運
営

協
議
会
な
ど
で
取
り
上
げ
る

よ
う
各
校
に
働
き
か
け
ま
す
。

　
　
①
西
初
石
中
学
校
で
屋

上
防
水
と
外
壁
改
修
を
実
施

し
た
が
、
断
熱
効
果
は
ど
う

か
。
②
大
規
模
改
修
予
定
の

学
校
は
ど
こ
で
、
断
熱
性
能

向
上
を
施
す
の
か
。
③
体
育

館
の
断
熱
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
と
な
り
、
令
和
５
年
２
月

表
明
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
か
。

　
教
育
総
務
部
長　
①
出

入
口
屋
上
に
遮
熱
仕
様
の
防

水
を
施
し
、
ア
リ
ー
ナ
の
屋

根
に
は
断
熱
材
が
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
材
料
を
使
用
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
外
壁
は
遮

熱
・
断
熱
塗
装
や
断
熱
材
入

り
の
外
壁
材
に
よ
り
、
断
熱

 

問 　

  

答  　

効
果
を
得
て
い
ま
す
。
塗
料

メ
ー
カ
ー
公
表
の
デ
ー
タ
で

は
、
表
面
温
度
が
約
15
度
下

が
る
と
あ
り
、
効
果
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
②
現

在
、
江
戸
川
台
小
学
校
の
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
屋
内

運
動
場
の
遮
熱
・
断
熱
処
理

も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。
今

後
実
施
す
る
学
校
に
つ
い
て

も
、
遮
熱
・
断
熱
性
能
を
考

慮
し
て
改
修
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
部
長　
③
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
は
、
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
２
つ
が
必

要
で
す
。
断
熱
改
修
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
へ
の
第
一
歩
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

流
政
会
　
　
笠
原
　
久
恵

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

�

体
育
館
の
断
熱
に
つ
い
て

　
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

の
拡
充
や
、
助
成
期
間
の
延

長
を
求
め
る
要
望
が
あ
る
が
、

①
タ
ク
シ
ー
会
社
の
拡
充
に

向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

②
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
、

産
婦
健
診
ま
で
助
成
期
間
を

延
長
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

①
マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
制
度
の
対
象
と
な
る

タ
ク
シ
ー
会
社
は
、
令
和
５

年
４
月
の
制
度
開
始
か
ら
こ

れ
ま
で
に
６
社
を
追
加
し
、

現
在
15
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
、
市
内
公
共
交
通

 

問 　

  

答  　

の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
市
外
の
タ
ク
シ

ー
会
社
は
追
加
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
配
車
が
不
足
す
る
こ

と
が
あ
る
市
境
、
県
境
な
ど

を
中
心
に
タ
ク
シ
ー
会
社
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
現
在
の
制
度
は
出
産
に
伴

う
退
院
時
ま
で
の
タ
ク
シ
ー

利
用
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

出
産
後
の
産
婦
健
診
を
本
制

度
の
対
象
と
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
先
進
自
治
体
の
事
例

な
ど
を

参
考
に

検
討
し

て
い
き

ま
す
。

公
明
党
　
　
戸
辺
　
滋

マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の

�

助
成
期
間
の
延
長
を
！

　
　
静
岡
県
浜
松
市
、
高
知

県
須
崎
市
、
神
奈
川
県
三
浦

市
で
は
、
下
水
道
事
業
で
運

営
権
を
民
間
に
一
定
期
間
有

償
貸
与
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
を
導
入
し
た
。
本
市

の
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
示

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
考

え
方
を
研
究
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
上
下
水
道
事
業
管
理
者　

国
土
交
通
省
で
は
、
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
形
態

と
し
て
令
和
５
年
度
に
改
定

さ
れ
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推

進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
公
共
施
設
等
運
営
事

業
お
よ
び
同
方
式
に
準
ず
る

 

問 　

  

答  　

効
果
が
期
待
で
き
る
官
民
連

携
方
式
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
位
置
付
け
、

令
和
13
年
度
ま
で
に
１
０
０

件
の
具
体
化
を
狙
う
と
し
て

い
ま
す
。
具
体
化
推
進
の
た

め
、
令
和
９
年
度
以
降
に
汚

水
管
改
築
に
係
る
国
庫
補
助

事
業
に
つ
い
て
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
を
要
件
化
す

る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
下

水
道
事
業
の
包
括
民
間
委
託

に
つ
い
て
研
究
を
始
め
て
お

り
、
来
年
度
以
降
に
実
際
の

導
入
に
向
け
た
要
件
整
理
な

ど
の
委
託
を
行
う
予
定
で
す
。

森
田
　
洋
一

下
水
道
事
業
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
研
究

　
　
昨
年
度
末
の
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
は
、

１
９
５
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

国
や
県
、
地
方
公
共
団
体
の

精
神
障
害
者
へ
の
対
応
が
、

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者

よ
り
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

障
害
者
本
人
と
家
族
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
健
康
福
祉
部
長　
本
人

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
電

話
や
訪
問
な
ど
の
相
談
支
援

を
中
心
と
し
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
く
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

就
労
継
続
支
援
事
業
な
ど
で

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
、

 

問 　
  

答  　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
へ

の
家
賃
補
助
、
精
神
障
害
者

の
入
院
費
の
助
成
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
家
族
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
病
気
の

特
性
や
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
助
言
を
行
い
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
援
助
を
行
う
ほ
か
、
家
族

と
し
て
の
悩
み
を
傾
聴
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
の
家
族
会
が
主

催
す
る
講
座
の
後
援
を
行
う

ほ
か
、
月
１
回
行
わ
れ
る
家

族
会
の
会
合
へ
職
員
が
参
加

し
、
家
族
の
悩
み
を
聞
き
、

利
用
で
き
る
制
度
の
説
明
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

流
政
会
　
　
青
野
　
直

精
神
障
害
者
本
人
と

�

家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
①
江
戸
川
台
の
ま
ち
づ

く
り
関
連
の
研
修
予
算
の
効

果
に
つ
い
て
問
う
。
②
行
政

財
源
が
縮
小
す
る
中
、
行
政

と
共
に
投
資
し
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
、
公
的
な
視
点
を
持

つ
事
業
者
と
い
か
に
連
携
す

る
か
が
問
わ
れ
る
。
行
政
側

の
能
力
も
問
わ
れ
る
か
ら
こ

そ
の
人
材
投
資
で
は
な
い
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

①
知
識
や
ス
キ
ル
な
ど
を
身

に
着
け
る
た
め
、
令
和
４
年

度
か
ら
予
算
計
上
し
、
職
員

３
人
が
都
市
経
営
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
公

民
連
携
事
業
課
程
を
受
講
し

て
い
ま
す
。
行
政
の
枠
を
超

 

問 　

  

答  　

え
民
間
と
連
携
し
た
事
例
な

ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
江
戸
川

台
駅
前
商
店
街
通
り
の
社
会

実
験
や
ジ
ェ
ト
ロ
跡
地
の
検

討
な
ど
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

②
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

民
間
の
力
を
活
用
し
た
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
公
的

な
視
点
を
理
解
し
積
極
的
に

参
画
で
き
る
民
間
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で

あ
り
、
行
政
側
も
民
間
の
視

点
を
理
解
し
、
協
力
し
合
え

る
能
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
材
育
成
と
し
て
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

流
政
会
　
　
近
藤
　
み
ほ

公
民
連
携
を
推
進
で
き
る

�

人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　
①
今
後
会
社
と
し
て
存

続
す
る
に
は
、
公
的
資
金
の

投
入
頼
み
と
な
ら
ざ
る
を
得

ず
極
め
て
困
難
と
思
わ
れ
る

が
、
市
長
は
今
後
も
引
き
続

き
会
社
を
存
続
さ
せ
る
つ
も

り
な
の
か
。
②
市
長
の
掲
げ

る「
１
円
ま
で
活い

か
す
市
政
」

と
ど
う
整
合
す
る
の
か
。

　
市
長　
①
会
社
の
存
続

は
私
の
一
存
で
決
め
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
社
は

経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
国

の
補
助
事
業
で
あ
る
共
創
・

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
の
実
施
や
、

旧
丁
字
屋
を
活
用
し
た
日
本

茶
屋
癒
淹（
ゆ
ゑ
ん
）の
開
業
、

切
り
絵
作
家
・
飯
田
信
義
氏

 

問 　

  

答  　

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー
プ
ン
、

流
山
本
町
の
店
舗
と
連
携
し

た
夏
祭
り
開
催
な
ど
、
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
さ
れ

て
い
る
観
光
地
域
づ
く
り
を

行
う
司
令
塔
の
役
割
を
果
た

し
始
め
た
と
考
え
ま
す
。
今

後
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
改
善
す
べ
き
点
は
同

社
へ
求
め
ま
す
。
②
ご
指
摘

の
中
で
、
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
税
金
を
使
っ
た
観
光

事
業
と
し
て
透
明
性
を
確
保

し
、
皆
様
に
納
得
い
た
だ
け

る
よ
う
説
明
に
努
め
ま
す
。

自
由
民
主
党
　
　
中
川
　
弘

株
式
会
社
流
山
ツ
ー
リ
ズ
ム

�

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　
　
松
ヶ
丘
野
馬
土
手
の
土

壌
流
出
が
激
し
く
、
樹
木
の

根
が
露
出
し
て
い
る
。
①
保

全
対
策
は
ど
う
か
。
②
博
物

館
と
み
ど
り
の
課
で
連
携
し

て
管
理
す
べ
き
で
は
。
③
土

地
所
有
者
は
現
在
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
④
歴
史
遺
産
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
指

定
文
化
財
で
は
な
い
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

①
市
民
団
体
か
ら
土
の
乾
燥

や
土
砂
流
出
を
防
ぐ
土
壌
改

善
へ
の
取
り
組
み
の
申
し
出

を
受
け
て
い
ま
す
。
現
地
の

枝
や
落
ち
葉
を
敷
き
雨
水
を

浸
透
さ
せ
、
環
境
改
善
に
有

効
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
試

 

問 　

  

答  　

験
的
に
効
果
を
確
認
し
て
い

き
ま
す
。
②
県
の
特
別
緑
地

保
全
地
区
で
あ
り
、
市
の
都

市
緑
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

樹
木
剪せ

ん

定て
い

や
除
草
な
ど
を
み

ど
り
の
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
博
物
館
と
情
報
共
有

を
図
り
、
さ
ら
に
連
携
し
な

が
ら
管
理
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
部
長　
③
平
成
元

年
に
特
別
緑
地
保
全
地
区
と

な
っ
た
際
に
県
所
有
と
な
り
、

現
在
も
県
が
所
有
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
④
管
理
は
流
山

市
と
柏
市
、
土
地
所
有
が
千

葉
県
で
あ
り
、
３
者
協
議
が

必
要
で
す
。
今
後
、
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

楠
山
　
栄
子

流
山
の
歴
史
遺
産

野
馬
土
手
を
指
定
文
化
財
に
！


